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論文内容の要 1::. 目
キイロショウジョウパエの眼色突然変異体 (η) はプテリン及びプリン代却の最終産物であるイソキサ
ントプテリン及び尿酸を合まず， それらの前駆休である 2-アミノ -4-ハイドロオキシプテリジン及びヒポ
キサンチンを多量に合んでいることが知られており， 又尿酸形成に関与するキサンチン脱水素酵素の活性
が欠除しているととが知られている。野生系と η のハエを使用し， ショウジョウパエにおける尿酸形成
過程及びキサンチン脱水素酵素の性質について研究を行いり一遺伝子の作用を追究しだ口
定量的分析の結果は野生系は多量の尿酸を合むが， 一方 ry においては尿酸は各発生段階において全く
見られず，踊期と成虫期には多量のヒポキサンチンと少量のキサンチンの存存を明らかにした。 さらに野
生系及びりの雄は雌に比して約借量の遊離のプリンを合んでいることを明らかにした。なお野生系とり
にはグアニンをキサンチンにするグアナーゼを見出したり ry におけるキサンチンはこの酵素-の作用により
グアニンから由来したものと見られる。以上の知見からショウジョウパエにおいて尿酸はヒポキサンチン
又はグアニンからキサンチンを経由して形成されると結論される口 ショウジョウパエのキサンチン脱水素
酵素は，酵素の抽出精製，阻害剤の効果，電気泳動，速度論的解析，熱による失活，等の実験結果から，
キサンチンの酸化と DPNH の酸化の両者の活性を持つことが明らかとなった o ry の変異キサンチン脱水
素酵素はキサンチン酸化能は欠除しているが， DPNH 酸化能をもっ酵来であり，その DPNH 酸化能は野
生系と同レベノレであり ， ry/ ートはキサンチン酸化能は野生系の%であるが， DPNH 酸化能は野生系と同レ
ベルであるととが平IJ った。 乙れらの結果は ry において合成されるキサンチン脱水素酵素はキサンチン酸
化の活性中心のない酵素蛋白であるをこと示している。
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論文の審査結果の要旨
森田君の研究はキイロショウジョウパエで見出された突然変異 rosy と正常系を利用し， プリン代謝に
関する遺伝学解析を行なったものであるの
rosy は第 3 染色休に属する劣性の遺伝子によっておこる一つの突然変異であるが， その体内にはプリ
ンおよびプテリンの最終代謝物である尿酸およびイソキサントプテリンを合んでいない。 乙れは rosy ，と
キサンチンデヒドロゲナーゼという酵素がないためにおこる現象であると考えられている。
一方JEI/;~系の何休はとの酵素をもち大量の尿酸やイソキサントプテサンを合んでいる。
化学的定量の結果 rosy は尿酸の代りに多量のヒポキサンチンと少量のキサンチンを合んでいた。 また
イソキサントプテリンの前駅休と思われる 2-アミノ， 4ーヒドロキシプテリジンを多量にもっている。 しか
し rosy にも正常系にもグアナーゼの存在が見出されたので rosy における少量のキサンチンはこの酵素
によってグアニンより由来したものと思われる。 乙れらの知見からキイロショウジヲウパエにおける尿酸
とイソキサントプテリンの形成は次のような過程によって生ずるものと考えられる。
Guanine l • Guanase 
Hypoxanthine -→ Xanthineー→ Uric acid 
" ,/ 
Xanthine dehydrogenase 
• 
2・Amino， 4・hydro--→lsoxanthopterine 
xypteridine 
rosy ではこのキサンチンデヒドロゲナーゼが欠如しているため，尿酸ならびにイソキサントプテリンの
形成が見られないわけである。 この酵素は一般にキサンチンの酸化と DPNH の酸化の両方の性質を具有
しているといわれているが， 森田君の解析によって rosy のもつキサンチンデヒドロゲナーゼはキサンチ
ンの酸化能の方ば欠如しているが DPNH の酸化能ば依然として保有しているととがわかった。 しかもそ
の DPNH 酸能ば正常系のものとほとんど同じレベルであったり
また正常系と rosy とを交配した Fl 個体におけるキサンチン酸化能は正常系のほぼ半分の力を示し，
いわゆる遺伝子の量的効果 (dose e百ect) の現象が認められる。 とれらの実験からショウジョウパエのキ
サンチンデヒドロゲナーゼには少なくとも二つの site があり， rosy ではその中の一つに異常が生じその
ためキサンチンの酸化能のみが失われたものと推察される。
以上森田君の研究は高等動物では比較的研究の困難な遺伝子と酵素の関係をショウジョウウパエの特殊
な突然変異を利用して詳細に解析を行なったもので， さらに昆虫に多量含まれている尿酸の形成機構やプ
テリンの代謝についても幾多の知見を得たものである。 よって同君の研究は他の参考論文の内容とあわせ
考え，理学博士の学位論文として十分の価値を有するものと認める。
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